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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

 

「
牛
の
形
を
し
た
島
」
と
い

わ
れ
る
小
豆
島
。
本
年
の
干
支

で
あ
る
「
丑う

し

」
は
、
そ
の
昔
、

農
作
業
な
ど
の
労
働
力
と
し

て
、
勤
勉
に
働
き
、
人
々
を
助

け
て
く
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
誠
実
さ
」
と
「
我
慢
」

を
表
す
動
物
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
早
々
に
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
ま
さ
に
世
界
中

が
「
我
慢
」
を
強
い
ら
れ
、
今

も
な
お
感
染
の
再
拡
大
が
続
く

中
、
昨
年
4
月
の
政
府
に
よ
る

緊
急
事
態
宣
言
や
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
な
ど

に
よ
り
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、

町
の
状
況
も
一
変
い
た
し
ま
し

た
。

　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
や
日
本

遺
産
な
ど
を
き
っ
か
け
に
順

調
に
推
移
し
て
い
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
始
め
と
す
る
観
光
客
が

激
減
し
、
社
会
生
活
で
の
行
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
町
内
産

業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ

マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
等
の
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
の
伝
統
文
化
な
ど

の
多
く
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
日
常
生

活
は
、
マ
ス
ク
着
用
や
3
密
を

避
け
る
と
い
っ
た
「
新
し
い
生

活
様
式
」
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
、
自
由
な
移
動
や
、
人
と
会

う
な
ど
の
行
動
が
制
限
さ
れ
る

な
ど
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
状
況
が
生
じ
ま
し
た
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
感

染
防
止
対
策
と
社
会
経
済
の

両
立
を
図
る
た
め
、
地
域
産
業

の
回
復
に
向
け
た
独
自
の
持
続

化
給
付
金
制
度
や
中
小
企
業
向

け
融
資
制
度
を
活
用
し
た
貸
付

に
対
す
る
利
子
補
給
金
制
度
の

事
業
者
支
援
を
は
じ
め
、
子
育

て
世
帯
や
妊
婦
へ
の
給
付
金
制

度
な
ど
独
自
の
支
援
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
幼
保
・
小
・
中

学
校
で
の
感
染
防
止
対
策
、
避

難
所
で
の
３
密
対
策
な
ど
、
各

種
の
感
染
防
止
対
策
に
知
恵
を

絞
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
3
月
に
小
豆
島
の
最
大

の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
を
少

し
で
も
緩
や
か
に
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、「
小
豆

島
町
第
2
期
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
急
激
な
人
口

減
少
は
、
こ
れ
ま
で
島
の
人
が

守
っ
て
き
た
自
然
や
文
化
、
伝

統
、
産
業
、
地
域
社
会
な
ど
私

た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
存
在

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

か
ら
、
様
々
な
分
野
の
施
策
を

束
ね
て
、
地
方
創
生
を
進
め
て

い
く
も
の
で
す
。
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
等
を
き
っ
か
け
に
、
瀬

戸
内
が
世
界
か
ら
注
目
を
浴

び
、
明
る
い
種
が
未
来
へ
つ
な

が
り
、
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る

と
思
っ
た
矢
先
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
世

の
中
は
大
き
な
変
化
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
変
化
を
怖
れ
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
前
向
き
に
捉
え
、

次
へ
の
一
手
を
打
ち
続
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
顕
在
化
し
た
日
本
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
遅
れ
で
す
が
、
今
後
こ

れ
ま
で
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ

く
、
政
府
主
導
の
も
と
急
速
に

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
、
世
の

中
の
時
間
と
距
離
の
概
念
を
大

き
く
変
え
る
で
し
ょ
う
。
デ
ジ

タ
ル
と
聞
く
と
、
温
か
み
に
欠

け
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
離
島
で
も
、

テ
レ
ワ
ー
ク
で
都
市
部
と

同
じ
仕
事
が
で
き
、
遠
隔
医
療

や
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
の
視
野
の
拡
大
等

は
、
移
住
・
定
住
・
関
係
人
口

の
増
加
と
い
う
島
の
未
来
を
切

り
開
く
「
人
」
に
繋
が
る
も
の

で
す
。
時
代
は
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
小
豆
島
の
大
切

な
も
の
を
守
る
た
め
に
「
人
」

が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
る

こ
と
が
な
く
、
そ
の
た
め
に
新

し
い
流
れ
を
起
こ
す
こ
と
は
必

要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。

　
本
年
も
「
人
が
集
い
、
元
気

な
ま
ち
」
を
目
指
し
、「
健
康
・

福
祉
の
ま
ち
」「
定
住
・
交
流
の

ま
ち
」「
産
業
の
ま
ち
」「
教
育
・

文
化
の
ま
ち
」「
行
財
政
改
革
の

推
進
」
の
５
本
柱
を
軸
に
そ
の

重
責
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま

す
。「
人
が
集
い
、元
気
な
ま
ち
」

を
創
る
た
め
に
は
、
町
民
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
が
町
に
自
信
と

誇
り
を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
こ
れ
ま

で
に
な
い
状
況
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
着
実
に
歩
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
そ

し
て
小
豆
島
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

小豆島町長 松本　篤

正しい手洗いで新型コロナウイルス感染症予防

小豆島の魅力をオンラインで発信
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　3児の母になりたてホヤホヤ
です。ドタバタな日々を過ごす
ことになりそうですが、子ども
達の笑顔と成長を噛みしめ、育
児を楽しむ1年にしたいです。

　毎日元気に学校に来る子ども
たちの大切な居場所を一人一人
に寄り添いながら作っていきた
いです。様々な出会いを大切に
全力で頑張ります。

　今年は中学生になる年なの
で、予習・復習をして勉強が遅
れないようにしたいです。また、
部活動が始まるので、一生懸命
取り組みたいと思います。

　健康な体に感謝し、孫との映
画鑑賞など、家族の時間を楽し
みながら、これからも元気なう
ちは介護・看護の仕事に携わっ
ていきたいと思います。

　今年は年男、それも還暦、「こ
れまでの人生を振り返り、生ま
れ変わった気持ちで、新たなス
タートを切る年」人生の節目の
歳、実りある1年になります
ように。

　不甲斐ない自分に挫けそうな
日も、幸せにしてくれた家族へ、
そして励まし、助けて下さった
職場、地域の皆さまへの感謝の
気持ちを忘れずに1日 1日を
大切に過ごしていきたいです。

岡田　晶子さん
（福田地区）

田村　茉由さん
（池田地区）

鎌田　優人さん
（西村地区）

谷上　ちづ子さん
（蒲野地区）

高橋　洋吏さん
（安田地区）

岡田　進さん
（苗羽地区）

丑年生まれの年男さん・年女さんの
今年の抱負をお聞きしました
　明けましておめでとうございます。2021 年は「丑年」です。新しい年を迎え、
皆さんも気持ちを新たにしていることと思います。そこで、今回は町内各地区の丑
年の皆さんに抱負を語っていただきました。

丑年生まれの年男さん・年女さんの
今年の抱負をお聞きしました
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のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

掲示板

小豆島町こまめ事業
～支え愛のある地域づくりを目指して～

問い合わせ先
　高齢者福祉課（地域包括支援センター）
　　☎82－7006

　《 こまめ報告 》
　～小学生の認知症サポーター・こまめ隊が増えました～
　池田小学校と安田小学校の 5 年生が認知症サポーター養成講座とこまめ隊養成塾を受講し、認知症
サポーターとこまめ隊に仲間入りしました。教員、地区のボランティアや民生委員、老人福祉施設の職
員の方にご協力をいただきながら、みんなで楽しく受講できました。

　《 こまめ報告 》
～地区で支え愛活動を頑張っているボランティアの方を対象にス
テップアップ研修を開催しました～
　池田地区と内海地区でそれぞれステップアップ研修を開催しま
した。
　研修では、認知症やユマニチュードについて学んでいただきま
した。最後に「私たちの地区のすてきな支え愛を自慢しよう」と
題し、たくさんのすてきな支え愛を聞くことができました。

ユマニチュード　～優しい認知症ケア～

　誰もが自分らしく笑顔で生活を送ることができ、
幸齢者（幸せに齢を重ねる人）となれるように、
地域での支え愛の輪を広げていくための事業です。

こまめ事業とは

　今回は「ユマニチュード」についてご紹介し
ます。
　ユマニチュード (Humanitude) とは、フラン
ス生まれの認知症ケアのことで、フランス語で
「人間らしさを取り戻す」という意味です。
　「見る」「話す」「触れる」「立つ」の 4 つの柱
からなり、人と人との関係性に着目したケア技
術です。小豆島町では、「こまめ隊養成塾」の内
容にユマニチュードを取り入れ、広く啓発して
います。また、「立つ」を「待つ」に代用し、相
手の反応を待つことの大切さを伝えています。
この技術は、認知症の方に限らず、人と接する
時にとても大切なポイントです。皆さんもぜひ、
普段の生活に取り入れてみましょう。

これからも支え
愛の輪が広がっ
ていくように、頑
張っていきます。

見る
正面から同じ目線の高さで
長く見つめる

触れる
手のひら全体でゆっくり包み
込むように

話す
優しく歌うようにポジティブ
な言葉で話しかけ続ける

待つ
相手の反応を待って、ゆっく
りと考える時間を作ってあげ
ましょう

池田小学校5年生と池田地区ボランティアの方
※写真撮影時のみマスクをはずしています。

安田小学校5年生と安田地区ボランティアの方
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新型コロナウイルス感染症に「うつらない・うつさない」対策

30・10+感染防止運動で食べ残しとクラスターを防ぎましょう

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

新型コロナウイ
ルス感染症情報

一人ひとりが感染防止対策を
徹底しましょう

　全国的に新型コロナウイルス感染症患者が急増する中、町内においても12月4日以
降、多くの方の感染が確認されています。
　町民の皆さま一人ひとりが感染防止対策を徹底し、県や町が発信する正しい情報に基
づいた冷静な行動を強くお願いします。

　会食の時に、最初の30分と最後の10分を自分の席で食事を楽しむことで食べ残しを減らす「30・10
運動」とマスクをして会話を楽しむことで、食べ残しとクラスターの発生を防止しましょう。

会食時にも、マスクは食べ
る時だけ外し、会話すると
きは着用しましょう。

ウイルスがついた所に触れ
た手で、口や鼻などを触る
と感染リスクが高まります。

換気が悪い環境では小さく
なった飛沫が長時間、空気
中を漂います。

マスクを着用！
大声で話さない！

手洗い・消毒を
こまめに！ 適切な換気を！

飛沫を飛ばさない 接触感染にも用心 浮遊するマイクロ飛沫にも注意

最初の30分
食事を楽しむ

最後の10分
食事を楽しむ

マスクをして
会話を楽しむ

食べる 話すと を
はっきり
分ける

最初の 30 分は恵方巻を食べ
る時のように、黙って食事
をしましょう。

料理や相手に飛沫が飛ばな
いように、声の大きさや話
す向きに気を付けましょう。

最後の 10 分は残りの料理を
黙っておいしくいただきま
しょう。
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のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。
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（ 小学校入学前まで ）
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のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

はじめよう！減塩生活
～CKD・高血圧予防のために～

日　時：1 月 19 日㈫　10 時～ 11 時
場　所：小豆島町役場西館１階保健センター
対象者：町内在住者
内　容：保健師・管理栄養士による講話
　　　　（調理はありません）
準備物：筆記用具
定　員：12 人 
申込期限：1 月 15 日㈮
申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 82 − 7038

食の教室Ｋ’ｓキッチン

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
対象者　町内に住所を有する方
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

日　程 送　　迎　　地　　区
　１月14日 神浦・蒲野 ･ 吉野・二面・室生

　１月21日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・
安田・草壁・西村

　１月28日 田浦・堀越・古江・坂手・苗羽・
馬木・安田・草壁・西村

※急遽中止になることがあります。予めご了承ください。
※送迎は、電話で当日11時までにお申し込みください。
※帰りのバスは15時30分頃サン・オリーブを出発します。
※マスクの着用がない方は参加できません。
※発熱などで体調が優れない場合は、参加を見合わせ
　てください。
申込先　健康づくり福祉課　☎82−7038

健 康 教 室 の ご 案 内

❖栄養価（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

21Kcal
1.5ｇ
0.3ｇ
15mg
0.5ｇ

今年度のテーマ　 ～ きのこを使った料理 ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

しめじ　　160g
みつば　　20g
大根　　　200g

塩　　　　　1.2g
しょうゆ　　6g
酢　　　　　20cc
だし汁　　　20cc

しめじは小房に分けて、フライパンで焼く。
みつばはゆでて、3㎝長さに切る。
大根はすりおろして、軽く水気を切る。
Aと③を混ぜ合わせ、①②を加えてあえる。

①
②
③
④

焼きしめじのおろしあえ

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈 

冬
本
番
で
す
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
備
え
を 

〉

山
　
本
　
真
由
美
先
生

め
小
流
行
で
す
む
可
能
性
の
ど

ち
ら
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
感
染
経
路
は
、
唾
液
や
痰
な

ど
の
飛
沫
に
よ
る
飛
沫
感
染
で

す
。
予
防
す
る
た
め
に
は
、
手

洗
い
と
手
指
消
毒
、
正
し
く
マ

ス
ク
を
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

日
頃
か
ら
の
十
分
な
睡
眠
、
食

事
に
よ
り
、
抵
抗
力
を
高
め
て

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、毎
冬
、

学
校
や
園
な
ど
の
集
団
を
中
心

に
流
行
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
冬

本
番
に
な
り
、人
の
移
動
に
よ
っ

て
、
本
格
的
に
流
行
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、今
シ
ー

ズ
ン
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
同
時
流
行
の
可
能
性
と
、

感
染
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
た

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。ま
た
、

予
防
接
種
に
よ
り
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
薬
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
直
接
効

果
の
あ
る
薬
と
、
症
状
を
和
ら

げ
る
た
め
の
薬
が
あ
り
ま
す
。

必
要
で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
処
方
さ
れ
た
ら
途
中
で
中

止
せ
ず
、
指
示
通
り
使
い
き
っ

て
く
だ
さ
い
。
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

の
予
防
投
与
は
、
原
則
的
に
基

礎
疾
患
の
な
い
お
子
さ
ん
で
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
登
校

園
は
、
発
熱
後
5
日
か
つ
解
熱

し
て
か
ら
2
日
（
乳
幼
児
は
3

日
）
を
経
過
す
る
ま
で
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。外
出
も
避
け
て
、

し
っ
か
り
休
養
し
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
発
熱

し
て
す
ぐ
検
査
を
し
て
も
診
断

で
き
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ほ
ど
ぐ
っ
た
り
し
て

お
ら
ず
、
水
分
が
少
し
ず
つ
で

も
摂
れ
て
い
れ
ば
、
一
晩
ゆ
っ

く
り
寝
て
か
ら
受
診
し
て
も
遅

く
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
は
自
然
に
治
る
病
気

で
す
。
ぐ
っ
た
り
し
て
呼
び
か

け
に
反
応
が
な
い
、
け
い
れ
ん

し
た
、
意
味
不
明
な
こ
と
を
言

う
、
顔
色
が
悪
く
息
苦
し
そ
う

な
ど
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
う

場
合
は
す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
４
～
５
日
た
っ

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

て
も
熱
が
下
が
ら
な
い
な
ど
、

症
状
が
改
善
し
な
い
と
き
も
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
突
然
走
り

出
し
た
り
暴
れ
た
り
す
る
異
常

行
動
の
報
告
も
あ
る
た
め
、
少

な
く
と
も
熱
が
あ
る
間
は
お
子

さ
ん
を
一
人
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
予
防
や
ホ
ー
ム
ケ
ア
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
基
本
的
に
普
段
発
熱

し
た
と
き
と
同
じ
で
す
。
も
し

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
同

時
に
流
行
し
た
場
合
で
も
同
様

で
す
。
心
配
な
こ
と
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
医
療
機
関
等

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

A
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大川　さち子さん
（神懸通）

　今年度、文科省が GIGA スクール事業を進めてい
ます。これを受けて、町内小中学校で高速ネットワー
クの工事と iPad の導入が決まりました。いよいよ来
年から町内の全小中学校で１人１台タブレットが実現
します。
　黒板とチョーク、ノートと鉛筆という 100 年来の
学校授業は変わるのでしょうか？変わらないのでしょ
うか？予想がつきません。しかし、少なくとも、最低
1 日 1 回はタブレットを触ることができるように、先
生たちと一緒に準備を進めています。良い子のみんな、
指折り数えて待っててね。
　最後に問題です。さて、「指折り数えて待つ」と言
いましたが、両手の指 10 本を使うと何日前から数え
ることができるでしょうか？ただし指は「開く」「閉
じる」の 2 つの状態だけとします。わからないという、
良い子のみんな、先生に質問してね。という訳で次回
は、「プログラミング教育」について考えてみます。

地域おこし協力隊活動報告
教育（ICT 分野）支援員　吉川　智康

　
大
川
さ
ん
は
平
成
10
年
か
ら

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、

食
育
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
栄
養
関
係
功
労
者

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ま
の
新
た
な

門
出
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
成

人
式
開
催
に
向
け
て
、
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
町
内
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
急
速
な
感
染
拡
大
を
受

け
、
開
催
に
よ
っ
て
更
な
る
感

染
拡
大
の
要
因
と
な
る
可
能
性

を
否
定
で
き
な
い
と
判
断
し
、

令
和
２
年
度
小
豆
島
町
成
人
式

は
、
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　

栄
養
関
係
功
労

大
臣
表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
こ
の
度
、
栄
養
関
係
功
労
に
お
い
て
、
大
川
さ
ち
子
さ
ん
が
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お

知
ら
せ
）
は
、
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保

険
者
に
健
康
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
医
療
保
険

の
健
全
な
運
営
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
こ
の
通
知
に
は
、
対
象
期

間
に
受
診
し
た
医
療
機
関
の
名

称
や
通
院（
入
院
）日
数
、ま
た
、

そ
の
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の

総
額
や
自
己
負
担
相
当
額
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
送
時
期

◦
国
民
健
康
保
険

　
７
月
末
、
１
月
末
（
年
２
回
）

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
２
月
末
（
年
１
回
）

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
使

用
で
き
ま
す

　
医
療
費
通
知
は
、
確
定
申
告

に
よ
る
医
療
費
控
除
を
受
け

る
場
合
の
「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
デ
ー

タ
処
理
時
期
の
都
合
上
、
11
、

12
月
の
診
療
分
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
確
定
申
告
に

よ
る
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場

合
、
11
、
12
月
診
療
分
の
領
収

書
（
医
療
機
関
等
が
発
行
の
も

の
）
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
領
収
書
は
、
確

定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
る
支
出
で
、
通
知
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
場

合
に
も
、
同
様
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
医
療
費
控
除
の
申
告

に
関
す
る
こ
と
は
、
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
3
８

◦
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
１
８
６
６

医
療
費
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

令
和
２
年
度
小
豆
島
町

成
人
式
を
中
止
し
ま
す成人式を中止

します
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『 

お
茶
友
の
会 

』
御
裏
流

八
木
　
寿
光

　
裏
千
家
流
は
、
千
利
休
の
孫
、

宗
旦
の
四
男
で
あ
る
千
宗
室
が

茶
室
の
今
日
庵
を
継
い
で
開
い

た
茶
道
の
流
派
で
あ
り
、
茶
道

諸
流
派
中
最
大
の
流
派
の
一
つ

で
す
。

　
現
在
、
私
た
ち
は
、
春
は
お

花
見
、
秋
は
お
月
見
、
正
月
に

は
初
釜
等
を
行
い
、
日
本
の
四

季
の
移
ろ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
は
、
寒
霞
渓
で
野
点

を
楽
し
み
ま
し
た
。
紅
葉
が
と

て
も
き
れ
い
で
、
瀬
戸
内
の
景

色
を
眺
め
、
お
抹
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
大
自
然
を
満
喫
し
ま
し

た
。

 

「
茶
道
」
と
聞
く
と
堅
苦
し
い

印
象
を
受
け
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
茶
道
の
理

念
の
根
本
は
、「
人
と
人
と
の

出
会
い
を
茶
で
も
て
な
し
、
も

て
な
さ
れ
る
際
の
お
互
い
の
真

心
を
大
切
に
し
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
一
見
窮

屈
と
思
わ
れ
る
所
作
も
、
茶
人

の
長
い
経
験
と
創
意
工
夫
で
、

時
間
を
か
け
て
洗
練
さ
れ
て
き

た
点
前
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お

り
、
そ
の
姿
は
無
駄
の
な
い
、

美
し
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
使
う
道
具

の
扱
い
に
し
て
も
、
茶
道
具
を

扱
う
思
い
で
行
え
ば
自
然
と
大

切
に
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

火
の
始
末
や
、
狭
い
場
所
を
便

利
に
使
う
水
屋
の
動
き
な
ど
茶

道
を
通
じ
て
多
く
の
事
が
身
に

つ
き
、
人
前
に
出
て
恥
ず
か
し

く
な
い
行
動
を
自
然
と
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
部
屋
で
お
稽
古
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
お
茶
を
通
し
て

一
期
一
会
を
大
切
に
し
、
仲
良

く
穏
や
か
な
日
々
を
送
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
御
裏
流

☎
０
９
０
︱
７
７
８
３
︱
６
６
０
５

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

文化協会
だより

Vol.７

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

　
オ
リ
ー
ブ
の
苗
木
の
公
費
助

成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　
町
内
で
オ
リ
ー
ブ
を

　
栽
培
す
る
方

配
布
苗
木　
オ
リ
ー
ブ
苗
木

　
　
　
　
　
（
3
年
生
）　

品
種　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ル
ッ
カ
、

ネ
バ
デ
ィ
ロ
・
ブ
ラ
ン
コ
、

マ
ン
ザ
ニ
ロ

申
請
本
数　
1
反
当
り
50
本
以

内
（
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

本
数
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

個
人
負
担
額　
５
０
０
円
／
本

申
請
期
間

　
1
月
6
日
㈬
～
29
日
㈮

　
8
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

苗
木
受
け
渡
し
期
間　

　
3
月
1
日
㈪
～
6
日
㈯

　
8
時
30
分
～
12
時
（
予
定
）

苗
木
受
け
渡
し
場
所　

　
別
途
通
知
し
ま
す
。

注
意
事
項

①
苗
木
の
掘
り
お
こ
し
、
運
搬

は
、
申
込
者
ご
自
身
の
負
担

で
お
願
い
し
ま
す
。

②
収
穫
量
増
大
を
目
的
に
、
１

割
程
度
、
受
粉
樹
用
品
種
ネ

バ
デ
ィ
ロ･

ブ
ラ
ン
コ
の
混

植
を
勧
め
て
い
ま
す
。

③
本
助
成
に
よ
り
取
得
し
た
オ

リ
ー
ブ
苗
木
の
転
売
お
よ
び

町
外
へ
の
移
植
は
で
き
ま
せ

ん
。
事
実
が
発
覚
し
た
場
合
、

違
約
金
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受
け
付

け
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

オ
リ
ー
ブ
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
ま
た
、
植
栽
予
定
場

所
等
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
オ
リ
ー
ブ
課☎

82
︱
７
０
１
８

　固定資産税は、毎年 1 月 1 日現在の状況に基づいて課税されます。
次の①から③に該当する方は、税務課に届け出をお願いします。
①新築・増築をしたとき

新築・増築された家屋 ( 住宅、倉庫、店舗、事務所など ) は、固定
資産税の対象となります。税額を計算するため、原則として町職員
が訪問し、家屋調査を行いますので、お早めにご連絡ください。

②取壊しをしたとき
家屋の一部もしくは全部を取壊したときは、すみやかに届け出をし
てください。なお、登記されている建物を取壊して法務局で滅失登
記した場合は、役場への届け出は不要です。

③未登記家屋の所有者を変更するとき
売買や相続、譲渡などで未登記家屋の所有者の変更をされる方は、
所有者変更の届け出をしてください。この手続きをしないと、翌年
度以降も旧所有者に課税されます。

※建物の新築や増築、取壊しなどは、不動産登記法に
より登記が義務付けられています。手続きの詳細は、
高松法務局 ( ☎ 087 − 821 − 6191) にお問い合わ
せください。
問い合わせ先　　税務課　☎ 82 − 7003

家屋調査にご協力ください

オ
リ
ー
ブ
と
と
も
に
　
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

家屋調査にご
協力ください

オリーブの苗
木配布事業を
実施します
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　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、急きょ変更または中止となること
　がありますので、ご了承ください。

展　示　期　間 ・ 時　間 展　示　内　容

１月22日㈮～31日㈰
９時～17時 青洸会　書道作品展

オリーブギャラリー１月の展示（オリーブナビ小豆島 2階）

　
「
自
宅
に
突
然
『
無
料
で
排

水
管
の
点
検
を
す
る
』
と
事
業

者
が
来
た
。
点
検
後
『
詰
ま
っ

て
い
る
の
で
早
く
洗
浄
し
た
方

が
い
い
』
と
言
わ
れ
契
約
し
た

が
、
解
約
し
た
い
」
な
ど
、
排

水
管
の
点
検
や
洗
浄
に
つ
い
て

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
点
検
を
依
頼
す
る
際
は
、
結

果
を
き
ち
ん
と
確
認
し
、
不
要

で
あ
れ
ば
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
依
頼
す
る
場

合
は
、
料
金
や
内
容
を
慎
重
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
時
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
番
号

◦
香
川
県
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

☎
62
︱
２
２
６
９

◦
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８（
局
番
な
し
）

小豆島句会

排
水
管
の
点
検
や

洗
浄
の
勧
誘
に
ご
注
意国

道
に
み
ど
り
の
帽
子
園
児
た
ち
行
き
交
う
人
に
コ
ン
チ
ワ
と
辞
儀　
　
　
　
　
藤
本
た
だ
し
げ

運
転
の
免
許
更
新
認
知
症
テ
ス
ト
上
々
ま
だ
ま
だ
い
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
宝
千
鶴
子

誰
彼
に
命
令
さ
れ
て
で
は
な
く
て
わ
が
畑
仕
事
八
十
路
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
八
木　
勝
子

「
体
調
は
ぼ
ち
ぼ
ち
気
永
に
い
か
ん
か
」
と
お
ま
ぜ
持
ち
来
て
友
の
励
ま
す　
　

八
木　
慶
子

野
菜
作
る
九
十
四
歳
独
り
居
の
媼
の
カ
ッ
ト
す
た
っ
ぷ
り
の
髪　
　
　
　
　
　
　
立
住
喜
代
子

緑
か
ら
秋
に
な
り
ゆ
く
ひ
た
す
ら
に
ま
ん
の
う
公
園
コ
キ
ア
一
色　
　
　
　
　
　
丹
生　
裕
子

定
期
便
新
造
船
が
就
い
た
の
に
僅
か
半
年
航
路
絶
え
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井　
哲
夫

朝
ご
と
に
友
に
電
話
し
楽
し
か
り
我
に
と
り
て
は
農
の
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田　
令
子

新
漬
の
オ
リ
ー
ブ
の
よ
き
出
来
映
え
を
自
慢
に
手
土
産
娘
に
与
へ
た
り　
　
　
　
三
好　
昭
子

球
児
さ
ん
現
役
勇
退
去
り
行
く
も
吾
は
忘
れ
じ
火
の
玉
直
球　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
真
智
子

大
相
撲
中
継
見
せ
て
N
Ｈ
K
「
Ｂ
Ｓ
４
K
」
帯
文
字
走
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぎ
あ
き
ら

満
月
や
吾
の
心
ま
で
円
く
な
り　
　
　
　
　
片
山　
摂
良

行
く
秋
を
追
ひ
か
け
る
や
う
走
る
雲　
　
　
谷
岡　
　
稔

夜
の
更
け
て
ト
タ
ン
屋
根
打
つ
秋
時
雨　
　
浜
口　
　
勇

恙
な
く
懸
命
の
鍬
敬
老
の
日　
　
　
　
　
　
八
木　
知
之

秋
彼
岸
南
無
阿
弥
陀
仏
妻
恋
し　
　
　
　
　
三
枝　
断
水

迎
へ
ま
だ
園
舎
の
灯
り
秋
の
暮　
　
　
　
　
三
枝　
菊
雨

十
五
夜
に
何
か
淋
し
い
星
一
つ　
　
　
　
　
藤
本　
忠
成

振
り
向
け
ば
他
の
道
あ
り
や
吾
亦
紅　
　
　
田
中　
雅
文

恩
師
の
句
学
ん
だ
日
々
を
秋
淋
し　
　
　
　
河
合　
一
訓

臨
月
の
山
羊
も
見
上
ぐ
る
今
日
の
月　
　
　
薮
脇　
元
嘉

棟
上
の
釘
打
つ
音
や
天
高
し　
　
　
　
　
　
望
月　
　
渉

鐘
の
音
を
放
て
り
遠
く
秋
澄
め
り　
　
　
　
杉
本　
美
子

突
然
の
別
れ
に
時
雨
憚
ら
ず　
　
　
　
　
　
照
下　
璃
当

　157日㈭　
9日㈯　

10日㈰　
16日㈯　
17日㈰　

孟子を読む会
古文書を読む会
おはなしひとみ会
源氏物語を読む会
読書会（内容：「スパイの妻」行成 薫著）

一　　　般
一　　　般
幼・児　童
一　　　般
一　　　般

10：00 ～ 12：00
10：00 ～ 12：00
14：00 ～ 14：30
10：00 ～ 12：00
14：00 ～ 16：00

大人向け　「若い人にお勧めする図書」展・「新書を読んでみよう」展　１月28日㈭まで
子供向け　「MOE 絵本屋さん大賞」特集展・「どうぶつの本」特集展　１月28日㈭まで

※休憩時間に換気を行います。また、入口にアルコール消毒液を置いていますので、ご
　利用ください。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
小豆島短歌会
十一月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名
善医の罪
アンと愛情
相剋
動物警察24時
夜明けのすべて
夢七日 夜を昼の國
絶局　本能寺異聞
アンダークラス
お探し物は図書室まで
白日
愛の伊予灘ものがたり
青田波
きよのお江戸料理日記
冬の狩人
銀の夜
京都四条月岡サヨの小鍋茶屋
青春とは、
寂聴残された日々
政治家の覚悟
妻に言えない夫の本音
子どもを読書好きにするために親ができること
日本人なら知っておきたいしきたり大全
火災・地震保険とお金の本 自然災害に備える！
ストレスフリーになる休息のヨガ
いい白髪ケア、やばい白髪ケア
100均グッズで簡単！手芸
大人になったら、着たい服 ’20ー’21秋冬
農家が教えるもち百珍　
野菜はあたためて食べる！

久坂部　　　羊
坂 木 　 司
笹 本 稜 平
新 堂 冬 樹
瀬　尾　まいこ
いとう　せいこう
坂 岡 　 真
相 場 英 雄
青　山　美智子
月 村 了 衛
西　村　京太郎
佐 伯 泰 英
秋 川 滝 美
大 沢 在 昌
角 田 光 代
柏 井 　 壽
姫　野　カオルコ
瀬戸内　寂　聴
菅 　 義 偉
朝 日 新 聞 出 版
白 坂 洋 一
岩 下 宣 子
石 川 英 彦
サントーシマ　香
伊 熊 奈 美
中 島 純 代
主 婦 と 生 活 社
農 文 教
堤 　 人 美

（幼児向き）
はたらくくるまたちのかいたいこうじ
ガチャガチャぽん！
てあらいできるかな
福助はみた
みかんおいしくなーれ
こたつうし
（児童向き）
特等席はキミの隣。
理花のおかしな実験室
ぼくの席がえ
名探偵コナン世良真純セレクション
小説 STAND BY ME ドラえもん２
海色ダイアリー　３
（ティーンズ向き）
扇物語
ポストコロナ期を生きるきみたちへ

今月のロビー展

１月の行事予定
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広
報
9
月
号
で
ご
紹
介
し
た

「
小
豆
島
出
身
の
学
生
に
ご
つ

げ
な
島
の
元
気
を
届
け
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
続
報
を
お
届
け

し
ま
す
。

　
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
の
お

か
げ
で
、
１
５
０
万
円
を
超
え

る
活
動
資
金
が
集
ま
り
、
最
終

的
に
両
町
出
身
の
１
１
５
名
の

学
生
の
皆
さ
ん
へ
、
島
の
先
輩

か
ら
の
エ
ー
ル
と
「
島
の
食
品
」

を
送
り
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
支
援
を
受
け
取
っ
た
学

生
の
皆
さ
ん
か
ら
届
く
感
謝
の

コ
メ
ン
ト
に
、
メ
ン
バ
ー
一
同

胸
を
熱
く
す
る
と
と
も
に
、
今

回
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
良

か
っ
た
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
故
郷

の
味
で
元
気
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
勉
学
に
励
み
、
次
世
代
の

島
の
担
い
手
と
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
で
ご
協
力
い
た
だ

い
た
支
援
者
の
皆
様
へ
、
学
生

の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
コ
メ

ン
ト
を
一
冊
に
ま
と
め
た
サ
ン

キ
ュ
ー
レ
タ
ー
を
同
封
し
、
返

礼
品
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
今

回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

一
旦
終
了
と
し
ま
す
が
、
今
回

の
学
生
支
援
を
通
じ
て
で
き
た

皆
様
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し

て
、
小
豆
島
の
食
品
産
業
を
盛

り
上
げ
る
た
め
の
次
回
へ
の
取

り
組
み
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
未
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
収
束
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

こ
の
厳
し
い
現
状
を
、
私
た
ち

メ
ン
バ
ー
一
同
、
業
界
や
企
業

の
垣
根
を
越
え
て
連
携
す
る
こ

と
で
打
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

『
小
豆
島
出
身
の
学
生
に
ご
つ
げ
な

島
の
元
気
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

小
豆
島
キ
ッ
チ
ン
一
同

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」
Vol.85

特
別
弔
慰
金
の
趣
旨 

　
特
別
弔
慰
金
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
で
公
務
等
の
た
め
国
難

に
殉
じ
た
戦
没
者
等
の
方
々
に

思
い
を
悼
し
、
節
目
の
機
会
を

と
ら
え
、
国
と
し
て
改
め
て
弔

慰
の
意
を
表
す
た
め
、
戦
没
者

の
ご
遺
族
に
対
し
て
特
別
弔
慰

金
を
受
け
る
権
利
の
裁
定
が
な

さ
れ
ま
す
。

　
第
11
回
特
別
弔
慰
金
は
、
令

和
2
年
4
月
1
日
を
新
た
な
基

準
日
と
し
、
支
給
対
象
者
に
特

別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

支
給
対
象
者

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
令
和
2
年
4
月
1
日

（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け

る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母

等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
令
和
2
年
4
月
1
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の

　
⑴
父
母　
⑵
孫

　
⑶
祖
父
母　
⑷
兄
弟
姉
妹

　
（
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
た
方
）

④
戦
没
者
等
の

　
⑴
父
母　
⑵
孫

　
⑶
祖
父
母　
⑷
兄
弟
姉
妹

　
（
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有

　
し
て
い
な
か
っ
た
方
）

⑤
①
か
ら
④
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
5
年
償
還
の

記
名
国
債

※
支
給
ま
で
は
最
短
で
も
半
年

以
上
か
か
り
ま
す
。

請
求
期
限

　
令
和
5
年
3
月
31
日

前
回
か
ら
の
変
更
点

　
請
求
同
意
書
が
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
同
順
位
者

が
い
る
場
合
は
同
順
位
者
間
で

調
整
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

た
め
、
請
求
書
に
請
求
者
が
す

べ
て
の
同
順
位
者
を
代
表
し
て

請
求
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
順
位
者
は
同
じ
権

利
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
一
人
が
代
表
し
て
請
求
し
、

権
利
の
裁
定
を
受
け
た
場
合
、

他
の
同
順
位
者
に
も
各
々
の
持

ち
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の

同
順
位
者
か
ら
持
ち
分
を
請
求

さ
れ
た
場
合
は
、
請
求
者
が
責

任
を
も
っ
て
調
整
を
行
う
こ
と

や
請
求
者
の
連
絡
先
は
他
の
同

順
位
者
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

も
請
求
書
に
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
５

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
11
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

学生支援商品発送作業の様子
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　2020 年春に小豆島に移住したば
かりのアメリカ人 D

ド ン

on U
ウ リ ベ

ribe さん
へのインタビューです。人生経験
豊富で世界中を見てこられた Don
さんに島での生活についてお聞き

しました。
　インタビューで印象に残ったのは、以下の２
つの言葉でした。
1.Honesty　「正直さ」
　日本人は「正直」であることを強調した Don
さん。日本人の正直かつ勤勉な国民性は、学校
で子どもたちが掃除をすることや、家庭での教
育がその人間形成に大きく影響していると語っ
ていました。
※学校で日本のような徹底した一斉清掃を子ど
もたちが行う国は世界的に見て少ないようです。
2. People are people.「人は（どこにいっても）
人だ」

　小豆島のような地方での生活はどうですか？
との問いに対する答え。人間は文化や言葉が違っ
ても最終的に同じ人間であり、人としての優し
さや他者と関わりを持ちたいという心は万国共
通だという気持ちが含まれているようでした。
　声に出したものが優位に立つ、だから何か発
言しなくては認められない。アメリカ在住の頃
に私はそんな苦い学びを体験しました。日本は
世界という舞台では、比較的おとなしい存在だ
と私は感じています。でも言葉にするよりも行
動で静かに実績を出すというのが日本人。その
日本の美徳を認め、褒めて
くださる Don さんのお言
葉に勇気づけられたインタ
ビューでした。

Acts of kindness have a global impact.
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
ア

ク
セ
ス
す
れ
ば
、
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
入
力
す
る
だ
け
で
申

告
書
が
作
成
で
き
、
そ
の
ま
ま

e-Tax

を
利
用
し
て
送
信
で
き

ま
す
。

　

な
お
、e-Tax

を
ご
利
用
に

な
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
か
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
税

務
署
で
即
日
発
行
し
ま
す
の

で
、
申
告
さ
れ
る
ご
本
人
が
運

転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書

類
を
持
参
の
上
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
告
書
の
提
出

　

申
告
書
を
提
出
す
る
場
合

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と

本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

本
人
確
認
書
類

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◦
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証など

　
ま
た
、
郵
送
等
に
よ
る
提
出

の
際
に
は
、
本
人
確
認
書
類
の

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。
な

お
、
申
告
書
の
提
出
の
都
度
必

要
で
す
の
で
、
前
年
分
の
申
告

の
際
に
記
載
・
提
示
等
さ
れ
た

方
も
同
様
に
記
載
・
提
示
等
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
らe-Tax

で

提
出
す
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類

の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
は

不
要
で
す
。

電
話
に
よ
る
申
告
相
談

　

確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
所
得
税
お
よ
び
復

興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
・
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご

相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　

　
１
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈪

　
8
時
30
分
～
17
時

※
土・
日・
祝
日
は
、
２
月
21
日

㈰
、
28
日
㈰
の
み
開
設
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
土
庄
税
務
署☎

62
︱
１
３
０
１

燃
や
せ
る
ご
み
収
集

　
収
集
日
以
外
に
、
ご
み
を
集

積
所
に
出
さ
な
い
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
・
収
集
地
区

◦
１
月
４
日
㈪

西
村
・
神
懸
通
・
草
壁
本
町
・

南
・
片
城
・
安
田
・
木
庄
・

坂
手
・
池
田
全
地
区

◦
１
月
５
日
㈫

馬
木
・
苗
羽
・
古
江
・
堀
越
・

田
浦
・
橘
・
岩
谷
・
当
浜
・

福
田
・
吉
田

し
尿
収
集

　

１
月
４
日
㈪
か
ら
収
集
を
行

い
ま
す
。

　
年
始
は
申
し
込
み
が
混
み
合

い
、
希
望
日
に
収
集
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

ご
み
処
理
施
設
へ
の
直
接
搬
入

　
各
施
設
と
も
に
、
１
月
４
日

㈪
か
ら
受
け
入
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
小
豆
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
大
型
ご
み
（
50
㎝
以

上
）
の
受
け
入
れ
は
、
1
月
14

日
㈭
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◦
小
豆
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
燃
や
せ
る
ご
み
）

◦
徳
本
地
区
埋
立
処
分
場

　
（
燃
や
せ
な
い
ご
み
）

◦
小
豆
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
資
源
ご
み
）　

問
い
合
わ
せ
先 

　
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

は
じ
め
よ
う
！
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
定
申
告

年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
日
程

～グローバルな風は小豆島から～～グローバルな風は小豆島から～
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　町内 4 小学校で行われたマラソン大会の優勝者に
オリーブの冠が贈呈されました。
　これまで東京マラソンや香川丸亀国際ハーフマラ
ソンなど、国内の主要マラソン大会の優勝者にオリー
ブの冠を贈呈する取り組みを行っていましたが、小
学生にも小豆島の地域資源であるオリーブをさらに
身近に感じてほしいとの思いから実施しました。
　冠はオリーブ課の職員に教わりながら、公民館の
職員や地域おこし協力隊員が製作し、小学校から好
評をいただきましたので、来年も継続して取り組ん
でいきます。

　11 月 27 日、馬木の奥池東地区において移動交番を
開設しました。
　今回の活動では、小豆警察署員と小豆島町婦人会が
高齢者宅を訪問し、小豆島中央高校書道部の書をプリ
ントした小豆署オリジナル詐欺防止木札「喝！」と交
通事故防止パンフレットを配布して、事件・事故被害
防止を呼び掛けました。
　今後も小豆郡内での活動を予定していますので、移
動交番車に関するご意見やご要望がありましたら小豆
警察署地域課（☎ 82-0110）までご連絡ください。

　2020 年 3 月に発行した小豆島町勢要
覧「わたしは、小豆島。」が（一財）地域活
性化センター主催の第 8 回ふるさとパンフ
レット大賞において、大賞に次ぐ「優秀賞」
を受賞しました。
　同賞は、地域の魅力を独自のセンスで発
信している優れたパンフレットに与えられ
るもので、「さりげないシンプルな表紙をめ
くると小豆島の宝物がぎっしり詰まってい
る。登場する島の方の柔らかな表情が、島
の穏やかな空気を伝え、観光パンフレット
としても十分役に立つ一冊。」などの講評を
いただきました。
　島の「魅力」や「宝物」という言葉が薄っぺらにならないように心掛け、町の持つ自然や産業、文
化などの魅力を、それぞれ「わたし」という主人公とし、それらが寄り添い、互いの魅力を高めあう
ことで、「小豆島」という多様で豊かな島が創られていることを伝えたいとの思いで制作しました。
企画財政課窓口でお渡しいたしますので、ぜひご一読ください。

勝者にオリーブの冠を贈呈
校内マラソン大会

優

件・事故被害を防止する活動
移動交番を開設

事

豆島町勢要覧「わたしは、小豆島。」が優秀賞を受賞
第8回ふるさとパンフレット大賞

小

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
　   （https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。

小豆島町ホームページ
「町勢要覧」
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く
ら
し
の
情
報

１月
January

試
験
日
時　

　
2
月
18
日
㈭　
10
時
～

試
験
科
目　

　
国
語
、
数
学
、
個
人
面
接

願
書
受
付
期
間　

　
1
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

　
９
時
30
分
～
17
時　
　

問
い
合
わ
せ
先　

　
小
豆
郡
医
師
会
立

　
小
豆
島
准
看
護
学
院

☎・　
82
︱
０
４
９
８

　
小
豆
島
出
身
で
発
達
心
理
学

者
の
浜
田
寿
美
男
先
生
と
小
豆

島
の
子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
1
月
24
日
㈰

　
　
　
13
時
30
分
～
16
時

　
　
　
（
13
時
開
場
）

場
所　
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ

　
　
　
オ
リ
ー
ブ
ホ
ー
ル

定
員　
50
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

小
豆
島
子
ど
も
・
若
者
支

援
隊
実
行
委
員
会

☎
０
９
０
︱
５
３
３
２
︱
９
１
７
１

　
青
年
団
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
上
演
し
て
き
た
本
作
を
、
本

学
教
授
の
平
田
オ
リ
ザ
が
自
ら

演
出
し
、
本
学
学
生
バ
ー
ジ
ョ

ン
で
お
届
け
し
ま
す
。

日
程　
１
月
27
日
㈬
～
31
日
㈰

場
所　
四
国
学
院
大
学

　
　
　
ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ

料
金

◦
一
般　
１
，０
０
０
円

◦
学
生　
　

５
０
０
円

※
予
約
の
み
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

四
国
学
院
大
学
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
研
究
所

☎
０
８
７
７
︱
６
２
︱
２
３
２
４

日
時　
1
月
13
日
㈬

　
　
　
10
時
～
16
時

場
所　
小
豆
島
町
役
場
本
館

　
　
　
１
階　
打
合
室
１

相
談
内
容

　
経
営
相
談
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

日
時　
1
月
21
日
㈭
、
22
日
㈮

　
10
時
～
11
時
、
13
時
～
14
時

場
所　
小
豆
島
町
商
工
会

　
　
　
池
田
支
所

　
（
小
豆
島
町
池
田
１
︱
６
）

相
談
内
容　
事
業
承
継
相
談

※
事
前
予
約
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
事
業
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７
︱
８
０
２
︱
３
０
３
３

日
時　
1
月
28
日
㈭

　
　
　
14
時
30
分
～
16
時
10
分

場
所　
小
豆
総
合
事
務
所
東
館　
　

　
　
　
1
階　
デ
イ
ケ
ア
室

内
容　

　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

　
（
診
察
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
予
約
制
の
た
め
、
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
総
合
事
務
所

　
保
健
福
祉
課☎

62
︱
１
３
７
３

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
勤

務
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数
お
よ
び
応
募
資
格

　
臨
時
保
育
士　
　
２
人
程
度

　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

年
齢
要
件

昭
和
36
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

募
集
期
間　

　
1
月
4
日
㈪
～
2
月
1
日
㈪

応
募
用
紙
の
提
出
期
限

　
2
月
1
日
㈪

（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

応
募
用
紙
の
請
求
・
提
出
場
所

　
総
務
課　
☎
82
︱
７
０
０
１

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
小

豆
島
中
央
病
院
企
業
団
に
勤
務

す
る
職
員
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
助
産
師　
　
　
１
人
程
度

　
看
護
師　
　
　
５
人
程
度

　
准
看
護
師　
　
３
人
程
度

　
介
護
福
祉
士　
３
人
程
度

免
許
取
得
者
ま
た
は
採
用

日
ま
で
に
資
格
を
取
得
す

る
見
込
み
の
方

②
看
護
補
助
者　
３
人
程
度

募
集
・
応
募
用
紙
の
提
出
期
限

　
1
月
18
日
㈪

（
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

試
験
日　
1
月
24
日
㈰

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://scha.jp/

）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
の
請
求
・
提
出
場
所

　
小
豆
島
中
央
病
院

　
人
事
・
秘
書
課

☎
75
︱
１
２
１
４

募
集
人
員　
15
人

修
業
年
限　
２
年

受
験
資
格　

①
高
等
学
校
以
上
卒
業
者

②
中
学
校
卒
業
者

※
①
②
卒
業
見
込
み
を
含
む

募
集

R
ecru

itm
en
t
小
豆
島
准
看
護
学
院
学
生
募
集

事
業
承
継
無
料
個
別
相
談

思
春
期
相
談

FAX

小
豆
島
町
会
計
年
度
任
用

職
員
（
臨
時
職
員
）
募
集

小
豆
島
中
央
病
院
企
業
団

職
員
3
次
募
集

子
ど
も
の
未
来
を

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

相
談

A
d
v
ice

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

四
国
学
院
大
学
＋
青
年
団

『
カ
ガ
ク
す
る
コ
コ
ロ
』
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電
話
で
事
前
に
ご
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
予
約
先

◦
1
月
15
日
㈮

　
10
時
～
15
時

　
小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階　

　
会
議
室
5　

　
高
松
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

◦
1
月
20
日
㈬

　
10
時
～
15
時

　
池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階　

　
保
健
指
導
室

　
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
６
０
２
０

※
1
月
20
日
㈬
の
年
金
相
談

は
、
年
金
事
務
所
と
同
様
の
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
生
活
課☎

82
︱
７
０
０
４

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
５
５
５

年

金

相

談

1月10日は「110番の日」です
　警察では、住民の皆さんに正しい 110 番通報の利用法を知っていただくために、毎年 1
月 10 日を「110 番の日」と定め、適切な利用をお願いしています。
　110 番は事件 ･ 事故等があった時の緊急通報専用番号ですが、紛失物の届け出や電話番
号案内など、緊急性のないものが含まれ、急ぐ場合の 110 番通報に支障を及ぼしています。
　各種問い合わせは最寄りの警察署に、暮らしの安全や困り事などの相談は、警察相談専
用電話「♯ 9110」をご利用ください。
　今後とも「110 番通報」に対する、より一層のご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ先　小豆警察署　☎ 82 ー 0110

農地の貸し手のメリット
◦香川県農地機構は公的機関なので安心して農地

を貸し付けることができます。
◦農地の受け手を香川県農地機構が探し、交渉し

ます。
◦賃貸借の場合、賃料は確実に農地機構から支払

われます。
◦契約期間が満了すれば農地は確実に戻ります。
農地の借り手のメリット
◦個々の農地の所有者と交渉する必要がなく、契

約や賃料の支払いも手間なくできます。
◦まとまった農地の借入れや分散した農地の集約

化で、農作業の効率化が図れます。
◦新規就農者や農業参入企業なども農地が借りや

すくなります。
問い合わせ先
（公財）香川県農地機構　
　☎087−831−3211

農地の貸借には「香川県農地機構」
を活用しましょう
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１月　くらしのカレンダー
町内の
【11月】 発生状況

事故・火災・救急
1 月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 1 13 16
負 傷 者 2 13 16
死 亡 者 0 1 1
火　　災 0 2 4
救　　急 83 685 783

【譲ります】

【求めます】

子ども用布団一式
　掛け布団・敷布団・毛布・枕
ベビーカー
ベッド（籐製）シングル
石油ファンヒーター
ホームベーカリー
ホットプレート

石油ストーブ

無償

無償
無償
無償
無償
無償

無償

役場では品物をお預りしていません。
また、家電 4 品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵（凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。
土鍋(1セット)はリサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。

※火災ゼロ279日継続中（11月30日現在）

リサイクル情報
（10〜11月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした瀬戸内の
島々の魅力をお伝えしています。
　1月は、「小豆島オリーブ公園のオイル」、「オリーブ課の取り組
み」、「小豆島88ヶ所霊場紹介」などの話題をお届けする予定です。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、放送内容は変更になる場合が
あります。

　たこが電線にかかったら、絶対に自分たち
で取らないで、すぐに中国電力ネットワーク
にお知らせください。
連絡先　中国電力ネットワーク㈱
　　　　小豆島ネットワークセンター
　 　 　 ☎ 0120−414−267

たこあげは、電線のない広いところでしましょう

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.
net/）では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご
一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

納期月の末日（12月は28日）が納期限です。その日が土・日・祝・年末年始（12月
29日～1月3日）にあたるときは、それらの日の翌日が納期限となります。

　　　　　　　　　納期限税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期

今 月 の 納 税

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。住民生活課（☎ 82 − 7004）

　 　 　

13日 水 よろず小豆島サテライト　10：00～16：00　小豆島町役場本館１階打合室１
知財総合支援窓口（要予約）11：00～15：30　小豆島町役場本館1階打合室2

15日 金 年金相談（要予約）10：00～15：00　小豆島町役場西館2階会議室5
19日 火 食の教室Ｋ’ｓキッチン　 10：00～11：00　小豆島町役場西館1階保健センター
20日 水 年金相談（要予約）10：00～15：00　池田保健センター1階保健指導室
25日 月 健康相談　　　　10：00～11：00　吉田地区浜集会所
27日 水 健康相談　　　　10：00～11：00　当浜第二集会所

28日 木 思春期相談　　　14：30～16：10　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

29日 金 家族相談　　　　14：00～15：30　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

お買い物は
地元商店を
使いましょう

夜間の急病やけがで困った
時は、まず救急電話相談を
ご利用ください。

☆☆ 救急電話相談 ☆☆
小児向け：♯8000
一般向け：♯7899
受　　付：毎日19時〜翌朝8時



2021.１ 18

間
島　
崇
百
・
紗　
希

近
本　
直
宏
・
愛　
子

羽
根　
拓
哉
・
里　
佳

藤
本　
大
介
・
佳　
代

中
畑　
翔
太
・
可　
穂

吉
岡　
隆
志
・
美　
紀

宮
川　
直
也
・
菜　
穂

中
村　
亮
介
・
あ
ず
さ

氏
名　
夫　
　

妻

安

田

草
壁
本
町

西

村

蒲

野

中

山
〃〃

池

田

地

区

　『 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

』

現
住
所
　
苗
羽

小こ
や
ま山

　
大だ
い
す
け輔

さ
ん

　
私
た
ち
が
苗
羽
に
移
住
し
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オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。


